
◎ 茅 町
三原にあった占い市場町

三原市内本町より西町通りの旧山陽道を、

西へ進むと北側山手に、三原八幡宮 (西の宮

神社 )の大きな鳥居と石段がある。このあた

りから山陽街道沿い祇園社 (八坂神社 )の 石

段下あたり迄の町筋が、現在は西宮町と町名

が変っているが以前は「 茅町」と呼ばれてい

た。

年輩の方々が今で もこの西宮町を呼ぶ時は、

以前の茅町という言葉を出す位古くから伝わる

地名でもある。この街道沿いの北側にある小

浦の谷 (西小学校のある谷 )か らは縄文時代

の遺跡が発見されてお り大昔よりこのあたり

には人が住んでいた。この地は北は山が連 ら

な り南側は今の道筋近 く迄海であ り、冬は暖

く生活 し易い所であった様だ。

三 原 史 跡 め ぐ り
｀
失われた遺跡への哀愁・古を偲ぶ

その I 山陽街道に沿いて (3)

西宮町附近 (115万 三原 )
(茅町)

この地に市がたち、町として発lltし ていった

のはいつの頃か分 らない。古文書によると、

占 くか ら市がひらかれ船の出入があり色々の

物資の交易が行われたと記されており三原の海

沿いに出来た一番古い市場町ではなかろうかぅ

中世の頃、山陽道がこの茅町を通 ってお り、

人々の往来 もかな りあったであろうか ら、市

場町 と同時に宿場町の役割 も果していたか も

しれない。古文書によると茅町には東か ら、

板屋市・五日市・七日市と二つに別れてお り

そこに定 日に市が開かれ次第に町として発展

したと記されている。この町が往時栄えた証

として、この頃市場町 として栄えた土地には

必ず祇園社がまつ られてお り、茅町に も町筋

の西の端、山麓に祇園社がまつられ今でもこ

の町内の人 々か ら大切にされ毎年おまつ りが

なされている。

往時、茅町か ら木材

や塩が船で積出され

たとの伝えがあるが

今の町の姿か らは当

時の栄えた面影は見

いだす事は出来ない。

茅町の事を記 した古

文書は以下のものが

ある。

●「 三原茅町差出張。

寛政四壬子年 」

(1792)
。「 国郡志編集御用

諸品書出・文化十

一申成年 」

・「 国郡志御用二付

下しらへ書出帳・

文政二年 」
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これ らの古文書か ら当時の町の様子をみると

市場町としての姿はみえないが参考 として転

記 しておく

◎寛政四壬子年  「 三原茅町差出帳 」 二月
覚

=惣家数五拾ノヘ軒 内1雪:奎葬
内

=壱軒 社人居宅

=壱軒 鍛治本役家

=壱軒 大工居宅

=壱軒 桶屋居宅

=五拾四軒 1雇更
人

三寵数 六拾ノ    
居宅

へ

右之外

=明屋鋪 六ケ所

=火除 六ケ所

=茅町分間数 五町三拾四間 |

内

弐町三拾九間半 町内
弐町二拾六間  西町境ど茅町東之端迄

比分並木松三拾三本 内
1馨纂稟

本
 赤季

弐拾八間半   茅町西之端ι西野村境迄

比分並 松三本 内
1裏棄 赤季

一紙 園社 壱ケ所 但シ西野村地之内二御座
候

以下略

◎「 国郡志編集御用諸品書出 」「 文化十一

申成年 」

=丁間五町三拾四間

弐町三拾九間半

弐町弐拾六間

弐拾八間半

=家数五拾棟

1曇罫
〆

桶屋

鍛治屋

手
手
上
沖

西野境タ

西野村境迄

但町内井前後共

町内

西町端ろ茅町東端迄

茅町西端
`西
野村迄

板屋与申家 目代仕居申候処断絶仕

候

下壱社

中壱社

上壱社

西ノ端
七日市

室日市 安田屋右同断

宅居人作人士冗

人

工

商

社

大

軒七拾

軒

軒

五

士官

弐

内

=惣人数百四拾四人 内

に 1月貪 曇

=男 牛四匹

=祇園社
右社西野村土地之内二御座候得共、建物修

理ハ茅町 仕来申候、六月車昌日二西町地
方江御幸神事御座候而、同所石笠鉾通 り物

ヲ出賑ひ申候、九月十四日者祭礼規式二而

御幸者無御坐候得共 、神酒御供備、社家中

執行申候

=恵美須三社

当時七日市伊左衛門方家内之胡ニ

拝 ミ居申候

当時貞七与申者居申家二祭居申候、

右貞七相果明家二相成申候

当時友蔵与申者之門二小社御座候

而、茅町中8祭等仕尊敬仕居申候

右茅町三町繁昌仕候節、町毎二祭申候処、

当時如是

=往古茅町三町三分、日代二人
二而支配仕居

申候由

東ノ端

板屋市

当時森田屋伊左衛門方二而、今ニ

相続仕申候、夫故二同人方七 日市

与申候 屋号之様二相成申候
右茅町開発等之儀、年数相分 り不申候得共、

当時之西町井宮沖新開等開ケ不申内ハ、船

彗膨亀憂詈暑悽「豊璽二已厖導負晟省鼻璽
仕候得供一円無御坐、外二古物類無御坐候

以上略

江戸時代後期頃に記されている茅町 と往時市

場町 として栄えたと思われる様子 とは大 きな

違いがある。江戸時代の茅町は山陽街道に沿

寵数六拾三軒
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って戸数 63軒、人 口 150人 前後のちいさ
な在郷町である。町並での商いをみると、草

履、わ らじ、縄類、場酒、餅菓子などである。

市場町 として栄えた頃の茅町の戸数、人口は

どの位だったのだろうかの何の記録 も残って

ないので分 らない………。この茅町は江戸時

代に入 つた頃は市場町 としての機能は完全に

停止してしまったのではないか、その理由と

して

(1)茅町は西野川河口に当り又沼田川河日の影

響 もあり、両川の流す土砂の堆積により沿岸

部が段々と浅 くな り船の出入 りがむつかしく

なった。

(2)小 早川氏が本郷にある新高山城か ら三原に

城を移 し城下町を作 った。城下町を開 くため

本 市 (現沼田東町本市 )、 新市 (理長谷町萩

路 )の商人及び住民を呼びよせたと伝えられ

ている。 (そ のため本市、新市はすっか りさ

びれ今はわずかにその道す じのみを残し田畑

となっている )。 茅町の商人たちも、三原城

下町の方へ と移行 したのではないか、そのた

め市場町のにぎわいはなくなった。

(3)江戸時代に入 り各地で新田の干拓が行われ

た。三原城下で も前の号で書いた頼兼新田、

横山新田、そして宮沖新田の干拓を行った ゝ

め茅町町は市場町 としての役日は完全に終 っ

てしまったその後は古文書に記してある町の

姿となって今に至 っている。茅町は西宮町 と

町名を変え商店が並び人家が建ちにぎわいの

ある町 として発展 しつつあるが、古の面影は

どんどん消えて行 く。わずかに祇園社の江戸

時代に建直された社殿拝殿 と江戸時代の山陽

ヌ摯£ FI「 1魚ξi子 T」FtFi粂 私た
ちは「 かいまち」、「 きゃあまち」と呼んで

いた、本当の呼名は分 らない。この茅町とし

ての地名の由来は今の所筆者は調べてないの

で分 らぬが機会があれば調べてみたいと思っ

ている。

◎ 船 津  三原海沿いの古の船着場 と伝 う
今の西宮町を通っている旧山陽道が西野川

にか ゝる梅観橋を渡 り頼兼土手筋へ南へ向う

三叉路のあた りが往古「 船津 」と呼ばれた地

名があった。梅観橋バス停より10メ ー トル

西野町へ行 った所の道路の山側にお地蔵 さん

がまつ ってあ り「 船津地蔵 」又は「 船津のお

地蔵さん 」と呼ばれているところか らも往時

の地名が偲ばれる。「 国郡志書出帳 」による

と昔はこのあた り船着場であったと記 されて

お り「 茅町 」が市場町として栄えていた頃こ

のあたりが港 としての機能を果していたのか

も知れない。

「 三原昔話・自松克太著 Jに よると、往時こ

の船津は三原海沿の所でいちばん最初に出来

た船着場で荷物の積みおろしをしていたと言

われている。船津地蔵はこの船着場の傍に 1

本の大松が生えてお りこの下にこの尊像がま

つってあったとの事である。

こゝか ら頼兼の荒神さん (近江堂 )の所への

渡 しがあ り渡 し舟が通つていた、その松のふ

もとにあった石に渡 し舟のともづなを結んで

いたとの事である。古文書によるとこの頃の

往還はこの船津の渡 しか ら頼兼の荒神さんの

岸につけ、そこより頼兼山の裾を通って大串

の谷より山地へ入 り迫の谷を越えて木之浜へ

と続いていた。 (こ の道は昭和 30年頃迄は
まだ人が通れたが今はうづ もれて消えてしま

つて通行出来ない )。

古文書によるとこの地蔵の西の一基の法経塔

があったと記されているが今は無い。

古文書に船津の記事が記してあるので転記し

てお く。

◎国郡志御用二付下しらへ書出帳 文政二年、
御調郡 西野村

=村内土地古今相違の様子
古は小西大西川祇園の沖小曲 り之上辺二而

海に入 り両谷 其他積荷等ハ、当時法花塔
の下船津 と申処に而揚積仕候由、小浦ハ谷

口に而川海に入 り候旨二御座候、小浦 と中

す名 も右に寄而の名 と申伝候 、以下略
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=古跡                   当時の海は干拓された新開であ り今は人家が

古往還                  建 ちこみ様子が変 り往時をしのばす ものはな

東桜山之後大目木より、西之宮山ヲ越テ下  い。しかし往時の伝えを残すお地蔵さんは、
手与申所へ出、蕩住邊之西むろ木之鼻 ヲ越  今で も大切にまつられてあ り地元の人の信仰
へ小浦通 り、祇園之西法経塔之下船津、大   を集めている由との事。
より近江堂へ渡、大串山ヲ越テ芸州へ移候

由申伝候、 以上略            参考文献  三原市史 第四巻 資料編
この船津 という所、今はその面影はひとつも        三原昔話 自松克太著
ない、海岸であ り、船着場であったという所        三原志稿 他
は西野川が流れ堤防になってお りそれか ら南
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